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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和2年4月2日(2020.4.2)

【公表番号】特表2018-520858(P2018-520858A)
【公表日】平成30年8月2日(2018.8.2)
【年通号数】公開・登録公報2018-029
【出願番号】特願2017-567290(P2017-567290)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  23/652    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   5/333    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   23/652    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｃ    5/333    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   11/06     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年2月21日(2020.2.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の触媒ｉ）及び水素スカベンジャーｉｉ）を含む炭化水素転換触媒であって、ｉ）
及びｉｉ）の重量比が１対９９から９９対１までである炭化水素転換触媒：
　ｉ）金属Ｍ１、金属Ｍ２、金属Ｍ３、金属Ｍ４及び任意の金属Ｍ５を含む酸化物形態で
の触媒で、
　Ｍ１が、Ｓｉ、Ａｌ、Ｚｒ及びそれらの混合物から選択され、
　Ｍ２が、Ｐｔ、Ｃｒ及びそれらの混合物から選択され、
　Ｍ３が、Ｗ、Ｍｏ、Ｒｅ及びそれらの混合物から選択され、
　Ｍ４が、Ｓｎ、Ｋ、Ｙ、Ｙｂ及びそれらの混合物から選択され、
　Ｍ５が、Ｍｇ、Ｃａ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ及びそれらの混合物から選択され
、
　Ｍ１の質量分率が０．１～０．８の範囲にあり、
　Ｍ２の質量分率が０．００１～０．２の範囲にあり、
　Ｍ３の質量分率が０．００１～０．２の範囲にあり、
　Ｍ４の質量分率が０．０００１～０．２の範囲にあり、
　Ｍ５の質量分率が、存在する場合、０．００５～０．１の範囲にあり、且つ、
　酸素の質量分率が０．１～０．８の範囲にある、触媒（ただし、Ｍ１～Ｍ４及び酸素の
質量分率の合計、並びに、Ｍ１～Ｍ５及び酸素の質量分率の合計は、当該触媒において１
以下である）、
　及び
　ｉｉ）少なくとも１つのアルカリ金属誘導体及び／又はアルカリ土類金属誘導体（これ
らは好ましくは、金属、水素化物、塩、錯体又は合金の形態である）から選択される水素
スカベンジャー。
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【請求項２】
　前記少なくとも１つのアルカリ金属及び／又はアルカリ土類金属が、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、
Ｍｇ、Ｃａ及びこれらの混合物から選択され、好ましくはＮａ及びＭｇから選択される、
請求項１に記載の炭化水素転換触媒。
【請求項３】
　Ｍ２がＰｔであり、且つ、Ｍ３がＷである、請求項１又は２に記載の炭化水素転換触媒
。
【請求項４】
　飽和炭化水素化合物を含む炭化水素供給原料をオレフィン生成物に転換するためのプロ
セスであって、炭化水素供給原料流を請求項１から３のいずれかに記載の炭化水素転換触
媒と接触させることを含むプロセス。
【請求項５】
　前記炭化水素供給原料流が、２個～５個の炭素原子を有する少なくとも１つのパラフィ
ンを、好ましくは、プロパン、ｎ－ブタン及びそれらの混合物から選択される少なくとも
１つのパラフィンを含む、請求項４に記載のプロセス。
【請求項６】
　前記炭化水素転換触媒を約２００℃～７００℃の温度で酸化剤とともに加熱することを
含む前記炭化水素転換触媒の再生工程をさらに含む、請求項４又は５に記載のプロセス。
【請求項７】
　前記酸化剤が空気又は酸素を含む、請求項６に記載のプロセス。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　Ｍ１～Ｍ４及びＯの質量分率、並びに、Ｍ１～Ｍ５及びＯの質量分率はそれぞれ合計す
ると、本発明の触媒において１以下になる。
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　前述の説明及び特許請求の範囲において開示される特徴は、別々に、また、そのどのよ
うな組合せであっても両方で、本発明を種々の形態で実現するために必須であるかもしれ
ない。
　本願発明には以下の態様が含まれる。
項１．
　下記のｉ）及びｉｉ）を含む炭化水素転換触媒：
　ｉ）金属Ｍ１、金属Ｍ２、金属Ｍ３及び金属Ｍ４を含む酸化物形態での触媒で、
　Ｍ１が、Ｓｉ、Ａｌ、Ｚｒ及びそれらの混合物から選択され、
　Ｍ２が、Ｐｔ、Ｃｒ及びそれらの混合物から選択され、
　Ｍ３が、Ｗ、Ｍｏ、Ｒｅ及びそれらの混合物から選択され、
　Ｍ４が、Ｓｎ、Ｋ、Ｙ、Ｙｂ及びそれらの混合物から選択され、
　Ｍ１の質量分率が０．１～０．８の範囲にあり、
　Ｍ２の質量分率が０．００１～０．２の範囲にあり、
　Ｍ３の質量分率が０．００１～０．２の範囲にあり、
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　Ｍ４の質量分率が０．０００１～０．２の範囲にあり、且つ、
　酸素の質量分率が０．１～０．８の範囲にある、触媒、
　及び
　ｉｉ）少なくとも１つのアルカリ金属誘導体及び／又はアルカリ土類金属誘導体（これ
らは好ましくは、金属、水素化物、塩、錯体又は合金の形態である）から選択される水素
スカベンジャー。
項２．
　前記少なくとも１つのアルカリ金属及び／又はアルカリ土類金属が、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、
Ｍｇ、Ｃａ及びこれらの混合物から選択され、好ましくはＮａ及びＭｇから選択される、
項１に記載の炭化水素転換触媒。
項３．
　触媒ｉ）及び水素スカベンジャーｉｉ）の重量比が１対９９から９９対１までである、
項１又は２に記載の炭化水素転換触媒。
項４．
　Ｍ２がＰｔであり、且つ、Ｍ３がＷである、項１から３のいずれかに記載の炭化水素転
換触媒。
項５．
　飽和炭化水素化合物を含む炭化水素供給原料をオレフィン生成物に転換するためのプロ
セスであって、炭化水素供給原料流を項１から４のいずれかに記載の炭化水素転換触媒と
接触させることを含むプロセス。
項６．
　前記炭化水素供給原料流が、２個～５個の炭素原子を有する少なくとも１つのパラフィ
ンを、好ましくは、プロパン、ｎ－ブタン及びそれらの混合物から選択される少なくとも
１つのパラフィンを含む、項５に記載のプロセス。
項７．
　前記炭化水素転換触媒を約２００℃～７００℃の温度で酸化剤とともに加熱することを
含む前記炭化水素転換触媒の再生工程をさらに含む、項５又は６に記載のプロセス。
項８．
　前記酸化剤が空気又は酸素を含む、項７に記載のプロセス。
 


	header
	written-amendment

